
 

 

八王子市幼児教育・保育センター 

連絡先 042-673-3707 

令和６年６月６日（木）18：30～20：30 八王子市役所本庁舎会議室 

第 1部 講義 「足から育つ、子どもの運動機能」－靴選びってどうしたらいいの？－ 

講師 島田療育センター 理学療法士 

駒﨑 舞 氏 

 

 

 

 

 

 

第2部 グループワーク（事例検討）                                        

「ひろし君（仮名）に、どのようなことをしてあげるといいでしょうか？」 

【事例】 園の様子は、みんなと一緒にお遊戯などに参加はするが、ジャンプは苦手で、片足立ちでふらふらしてしまうこと

がある。また、みんなが砂場遊びをしていても室内で過ごしていることが多い。家の様子は、外遊びが嫌いで、家でゲー

ム、携帯で動画を見ることばかりしている。～中略～ひろし君（仮名）に、どのようなことをしてあげるといいでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 
 

アンケートからの感想（一部抜粋） 

・足からのアプローチで発達を促すことの重要性を確認でき、大変有意義でした。 

・足のアーチの形成に靴がこんなにも重要な事だと知らなかったので学びになりました。 

・異業種の方との交流が大変面白く、いろいろな観点からケースについて検討することができました。 

次回のハッチネットセミナー（予定） 

明星大学 心理学部 心理学科 教授 小貫 悟 氏 

日時：令和 6年 9月 5日（木） 18：30～20：30 場所：八王子市生涯学習センター 

※詳細につきましては、別途お送りします。 

以下の４点を中心に講義をしていただきました。 

１ 島田療育センターの理学療法士について 

２ 子どもの足と大人の足について 

３ 足が発達していくための運動について 

４ 靴の選び方について 

専門的な話をわかりやすく

解説していただきました。 

参加人数：112名 

グループ討議の後、各グループに発表していただ

きました。 

～幼児教育・保育アドバイザーより～ 

子どもは、能動的な体験を積み重ねることによ

り、自己肯定感を高めていくものです。大人が子ども

に何かをさせるのではなく、子ども自身がやってみた

いと思えるような環境構成や、行動を起こす契機と

なるようなモデルとなることも大切です。 


